
77

母校の今昔物語 

生
き
る
道
│
│
冷
静
さ
と
闘
志
と 

三
の
一
　
飯
尾
誠
太
郎 

和 

三
の
二
　
磯
村
　
貞
子 

運
。
鈍
。
根
。 

三
の
三
　
後
藤
　
恭
一 

 

な
さ
ず
し
て
可
能
性
を
惜
し
ま
れ
る
よ
り
は
、な
し
て 

努
力
を
た
た
え
ら
れ
る
人
間
で
あ
り
た
い
。 

三
の
四
　
後
藤
　
　
勝 

最
善
を
尽
く
せ 

三
の
五
　
塚
原
　
史
朗 

壁
、
突
破
、
気
力
、
汗
、
喜
、 

三
の
六
　
武
藤
　
　
忠 

誠
実
、
努
力 

三
の
七
　
林
　
　
岩
夫 

き
ず
つ
け
ず
あ
れ 

三
の
八
　
柳
瀬
　
道
夫 

 

理
屈
を
言
わ
ず
、実
行
力
の
あ
る
人
に
な
れ
。 

三
の
九
　
山
田
　
一
雄 

 

諸
君
は
、一
人
一
人
が
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。 

三
の
十
　
吉
田
　
隆
司 

学
校
新
聞
よ
り 

学
校
新
聞
よ
り 

　
想
像
を
こ
え
る
人
生
の
き
び
し
さ
を
、若
人
は
、苦
と
せ
ず
、

勇
気
を
も
っ
て
克
服
し
て
い
く
！
そ
の
姿
は
、実
に
美
し
く
も

あ
り
、逞
し
く
も
あ
る
。 

　
無
限
の
可
能
性
を
秘
め 

　
さ
あ
、出
発
し
た
ま
え
。 

一
　
組
　
山
田
　
喜
三 

 

　
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」 

平
凡
で
す
が
、私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。 

　
漠
然
と
時
機
到
来
を
待
つ
、と
い
う
の
で
は
、あ
ま
り
に
も

消
極
的
で
あ
り
、そ
れ
で
は
、た
と
え
好
機
が
到
来
し
て
も
、す

ぐ
そ
れ
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
常
に
自
己
の

成
長
を
志
し
、そ
の
努
力
を
続
け
て
下
さ
い
。
天
は
必
ず
や
諸

君
の
志
を
認
め
、そ
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

二
　
組
　
江
崎
　
　
力 

 

　
年
を
区
分
す
る
の
に
「
二
十
四
節
気
」
が
あ
る
。
立
春
・
啓
蟄

（
ケ
イ
チ
ツ
）・
春
分
・
夏
至
・
大
暑
・
立
秋
・
秋
分
・
大
雪
・
冬
至
・

小
寒
・
大
寒
な
ど
は
、特
に
よ
く
言
わ
れ
る
節
気
だ
。 

　
「
啓
蟄
」
は
三
月
六
日
。
穴
ご
も
り
の
虫（
蟄
）の
は
い
出
す
日

で
あ
る
。
卒
業
は
い
わ
ば
諸
君
の
啓
蟄
。
暦
は
順
行
す
る
が
、歴

史
の
変
転
は
予
断
を
許
さ
ぬ
。
行
く
手
は
厳
し
い
。
ご
健
闘
を

祈
る
。 

　
”節
操
と
気
骨
あ
る
生
き
方
を
！
“ 
　
時
に
は
遊
び
に
来
て
く
れ
た
ま
え
。 

三
　
組
　
西
尾
　
昭
夫 

 

　
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
考
え
る
中
で
、自
分
の
し
あ
わ
せ
を 

考
え
て
い
く
人
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。 

四
　
組
　
森
下
　
治
美 

 

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
。こ
の
三
年
間
、受
験
の
た
め
に
、昼
夜
、

狂
者
・
野
獣
の
如
く
打
ち
込
ん
で
得
た
学
問
を
無
駄
に
せ
ず
、

希
望
の
大
学
に
進
学
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、よ
り

理
性
的
な
人
間
で
あ
っ
て
も
、神
仏
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
こ
と

の
気
持
を
、人
生
の
指
針
に
添
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

五
　
組
　
山
田
　
三
郎 

 

 
典 昨

　
狂
乱
物
価
や
公
害
等
、混
濁
の
世
を
直
す
に
は
、一
人
一
人
が

深
く
内
省
し
て
、心
の
襟
を
正
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。み
ん
な
が

物
質
面
の
充
足
の
み
に
狂
奔
し
て
精
神
面
を
空
虚
に
し
て
い
た

ら
、世
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。ど
う
か
諸
君
、あ
き
ら
め
ず
、

あ
せ
ら
ず
、常
に
着
実
に
努
力
前
進
し
て
、た
と
え
小
さ
く
と

も
、暗
夜
に
一
灯
を
点
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

六
　
組
　
吉
田
　
隆
司 

 

　
世
間
的
名
声
を
得
る
た
め
に
努
力
す
る
の
で
な
く
、よ
り
人

間
的
に
な
る
た
め
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

七
　
組
　
川
田
　
一
朗 

　
さ
ら
ば
！ 

　
旅
立
ち
ゆ
く
若
き
友
よ
。 

　
訣
別
の
こ
の
日
は
、新
し
い
邂
逅
へ
の
第
一
歩
だ
。
人
生
と
い
う

旅
の
中
で
、
“め
ぐ
り
合
う
”こ
と
の
意
味
を
問
い
、確
か
め
な
が

ら
、自
ら
の
生
き
る
場
を
築
い
て
い
こ
う
。 

　
前
途
に
豊
か
な
る
邂
逅
あ
れ
か
し
！ 

八
　
組
　
高
田
　
　
睦 

”理
解
“（understand

）と
は
、 

一
歩
下
に（under

） 

立
っ
て（stand

） 

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

九
　
組
　
竹
下
喜
美
雄 

　
大
胆
な
思
考
を
し
よ
う
！ 

　
例
え
ば
、 

　
”部
分
と
全
体
は
等
し
い
“と
。 

九
　
組
　
大
矢
　
邦
彦 

○
卒
業
お
め
で
と
う
。 

○
”思
い
出
に
の
こ
る
教
育
を
“ 

　
”ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を
“ 

と
い
う
の
が
、今
年
の
私
の
教
育
方
針
で
し
た
が
、ど
れ
だ
け
達

せ
ら
れ
た
こ
と
か
。
卒
業
の
時
期
が
き
て
、皆
さ
ん
と
お
別
れ
す

る
と
き
に
な
っ
て
、悔
ん
で
い
る
私
で
す
。 

○
幾
久
し
く
ご
昵
懇
に
。 

○
皆
さ
ん
、及
び
皆
さ
ん
の
ご
両
親
の
ご
健
康
を
祈
念
し
ま
す
。 

○
さ
よ
う
な
ら
。 

十
　
組
　
渡
辺
　
利
昭 
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学
校
新
聞
よ
り 

学
校
新
聞
よ
り 

後
生
可
畏
。 

一
　
組
　
森
　
　
俊
勝 

 

自
分
の
頭
で
考
え
、自
分
の
足
で
歩
け
る
人
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

　
二
　
組
　
内
川
　
史
朗 

 

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
没
落
」
が
言
わ
れ
だ
し
て
か
ら
久
し
い
。し
か
し
現
代

生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
明
に
よ
る
も
の
が
多
い
。で
き
得
れ
ば
大
学
へ
入
っ
た
ら
大
い
に
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
じ
か
に
見
る
機
会
を
持
っ
て
欲
し
い
。
多

感
な
時
期
に
こ
そ
行
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
現
代
文
明
と
は
何
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

三
　
組
　
戸
田
　
孝
道 

 

卒
業
お
め
で
と
う
。 

　
大
学
に
進
む
人
、ま
た
就
職
す
る
人
い
ろ
い
ろ
の
道
へ
進
む
で
し
ょ
う

が
、今
の
世
の
中
、大
変
厳
し
い
世
の
中
で
す
。そ
の
中
で
自
分
自
身
を
見

失
わ
ず
、か
つ
、物
事
の
真
偽
を
見
き
わ
め
る
目
を
養
っ
て
下
さ
い
。 

四
　
組
　
沼
波
　
政
信  

卒
業
生
へ
―
今
様
風
二
首
― 

そ
　
　
空
麗
は
し
く
風
南
東
　
　
　
と
う 

つ
　
　
強
き
心
を
持
つ
門
出
　
　
　
で 

ぎ
ょ
　
漁
父
の
利
頼
む
夢
を
覚
め
　
め 

う
　
　
失
ふ
な
か
れ
汝
が
時
を
　
　
お 

　
　
　
　
　
　
　
・・ 

丙
午
の
と
言
は
れ
し
が 

今
日
卒
業
の
晴
れ
が
ま
し 

世
を
吹
く
風
は
寒
く
と
も 

花
の
盛
り
は
近
か
ら
ん 

五
　
組
　
佐
口
　
修
一 

 

　
青
春
の
試
練
が
訪
れ
た
時
―
感
傷
的
に
な
る
も
い
い
、深
刻
な
顔
も
結

構
だ
、「
耐
え
る
こ
と
」
自
体
の
意
味
を
も
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

六
　
組
　
高
田
　
　
睦 

　
御
卒
業
お
め
で
と
う
。至
言
、名
言
を
餞
と
し
ま
す
。 

・
妥
協
―
い
っ
と
き
雨
を
し
の
ぐ
傘
と
し
て
は
役
に
立
つ
が
、屋
根
と
し
て

は
お
粗
末
な
も
の
。（
ラ
ッ
セ
ル
） 

・
人
生
に
は
、物
事
が
起
こ
る
に
任
せ
る
と
き
と
、物
事
が
起
こ
る
よ
う
に

仕
向
け
る
と
き
と
が
あ
る
。（
ヒ
ュ
ー
・
ブ
レ
イ
ザ
ー
） 

七
　
組
　
宮
部
　
敏
男  

　
今
ま
で
の
学
校
は
、夏
の
猛
暑
、酷
寒
の
冬
か
ら
脆
弱
な
諸
君
を
庇
護

す
る
場
で
あ
っ
た
。
学
校
な
る
が
故
に
甘
え
も
看
過
さ
れ
た
が
、今
後
は
、

社
会
の
怒
濤
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、独
力
で
自
分
の
将
来
を
切
り
拓
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
百
折
不
撓
の
精
神
で
逞
し
く
生
き
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。 

八
　
組
　
江
崎
　
正
徳 

 

　
九
組
の
諸
君
、二
〇
〇
二
年
に
な
っ
た
ら
、そ
の
時
高
三
に
な
っ
て
い
る

我
が
息
子
に
言
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。 

　
「
お
じ
さ
ん
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
な
、思
い
っ
き
り
明
る
く
、し
か
も
優
し
く

て
、何
よ
り
ち
ゃ
ん
と
強
い
若
者
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
。
今
の
き
み
た
ち
は

ど
う
な
ん
だ
。」 

　
時
は
流
れ
て
も
、暖
か
な
心
は
か
わ
ら
な
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。 

九
　
組
　
水
野
　
秀
則 

E
very m

an is the architect of his ow
n fortune 

（
人
は
皆
各
人
の
運
命
の
建
設
者
） 

三
の
一
　
高
屋
　
明
弘（
バ
レ
ー
部
主
将
）    

 「
我
が
道
」
を
求
め
、歩
ん
で
下
さ
い 

三
の
二
　
長
谷
川
春
子（
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
）   

 

ク
ラ
ブ
の
発
展
を
君
達
の
手
で 三

の
三
　
永
井
　
　
豊
（
聖
火
走
者
）　
　 

 H
eaven helps those w

ho help them
selves 

三
の
四
　
田
中
　
恭
子（
生
徒
議
会
議
員
） 

 「
わ
か
ち
ゃ
い
る
け
ど
、や
め
ら
れ
な
い
。」
自
分
で
や
め
る
力
が
な
い
。 

し
か
し
、や
が
て
や
め
さ
せ
る
時
が
く
る
。 

三
の
五
　
花
川
幸
一
郎（
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
） 

 

先
人
の
辿
り
し
道
正
し
か
り
や
。
欲
望
の
虜
と
な
り
て
、吊
橋
を
落
つ
る

こ
と
な
か
れ 

三
の
六
　
小
川
　
広
彦（
Ｈ
Ｒ
委
員
長
）　　 

 

常
に
自
分
を
知
り
、謙
虚
に
で
あ
る
こ
と
。 

背
の
び
を
し
な
い
で
、一
歩
一
歩
堅
実
に
進
も
う 

三
の
七
　
後
藤
　
郁
夫（
元
生
徒
会
議
員
） 

 

ま
わ
り
の
情
勢
に
押
し
流
さ
れ
な
い
で
、い
つ
も
自
分
の
頭
で
考
え
た
自

分
の
意
見
を
持
ち
た
い 

三
の
八
　
大
塚
　
泰
子（
前
生
徒
会
役
員
） 

 

計
画
を
立
て
、そ
れ
を
守
る
こ
と 

三
の
九
　
鷹
津
　
文
磨（
Ｈ
Ｒ
委
員
長
）　  

 

無
責
任
時
代
は
去
っ
た 

三
の
十
　
野
村
誠
一
郎（
文
芸
部
長
）　
　 

在校生2年　笠井 祥穂 

在校生2年　山田  拓見 
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学校新聞「岐高だより」H19.7月　第88号より 
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母校の今昔物語 

学校新聞「岐高だより」H19.12月　第89号より 
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母校の今昔物語　思い出の母校・１ 

思
い
出
の
母
校
・
１ 

全
面
改
築
を
控
え
て 

　
本
校
の
校
舎
は
今
年
か
ら
順
次
改
築
さ
れ
、平

成
24
年
か
ら
新
校
舎
と
し
て
全
面
的
な
供
用
が
始

ま
る
予
定
で
す
。
本
会
報
で
は
、
平
成
17
年
に

47
年
卒
の
方
々
に
よ
る「
岐
高
散
策
」で
校
舎
の

近
況
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、同
窓
生

の
数
々
の
思
い
出
が
し
み
こ
ん
だ
懐
か
し
い
校
舎
を

改
め
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、写
真
は
本
校
に
勤
務
し
て
お
い
で
の
数
学

の
水
谷
透
氏（
52
年
卒
）に
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
面
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

校名の銘板 
正門の右側の門柱です。 

校歌碑　正門に向かって右に聳える欅の木陰にあります。 
昭和58年の創立110周年記念碑です。 

格技場（剣道部） 旧体育館の銘板 
新体育館近くの東門。 

得点掲示板 
理科棟グラウンド側の壁面です。 

購買部室 
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レトロなグッズたち 
（左）電灯スイッチ　（右）電灯とスピーカー 

本館階段の告知板 
最近は機能していない。 

プールと部室　改築工事で最初に取り壊されます。 

耐震補強完備 

教室から市街地を望む 

本館廊下から華陽校舎・北舎・理科棟を望む 

職員室 

母校の今昔物語　思い出の母校・１ 
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母校の今昔物語　思い出の母校・2

入学式（４月） 
桜花爛漫の中、 
毎年３百余名の新入生を迎えます。 

授業風景 
「情報」、「総合的な学習の時間」など 
新たな教科もありますが、小テスト、再 
試験の嵐は今も・・・。 

思
い
出
の
母
校
・
2

あ
の
頃
の
行
事
は
今 

　
時
代
は
移
っ
て
も
、
今
も
受
け
継
が
れ
る
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近
の
生
徒
諸

君
の
よ
う
す
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
往
時
を
思
い

起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
写
真
は
芸
術
（
美
術
）
の
谷
口
輝
己

氏
に
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り

て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 
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母校の今昔物語　思い出の母校・2

林間学舎（７月） 
林間学舎は昭和43年７月に竣工し、昨年には「友學館」の愛称が
つけられました。 
付近の景観は変わりましたが、学舎での活動は今も１年生最大の
行事です。 

文化祭・体育大会（９月） 
最近の岐高祭は「暑」くて「熱」いです。 
残暑の時期に若さと情熱で盛り上がります。 
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母校の今昔物語 



平成20年度大学入試合格者数 

北海道大　　　 

東北大　　　　 

千葉大　　　　 

東京海洋大　　 

お茶の水女子大 

東京大　　　　 

東京外大　　　 

東京学芸大　　 

東京農工大　　 

一橋大　　　　 

横浜国立大　　 

富山大　　　　 

金沢大　　　　 

福井大　　　　 

信州大　　　　 

岐阜大　　　　 

静岡大　　　　 

浜松医大　　　 

愛知教育大　　 

名古屋大　　　 

名古屋工大　　 

三重大　　　　 

滋賀大　　　　 

京都大　　　　 

京都工芸繊維大 

大阪大　　　　 

神戸大　　　　 

奈良女子大　　 

鳥取大　　　　 

岡山大　　　　 

広島大　　　　 

愛媛大　　　　 

鹿児島大　　　 

首都大東京　　 

都留文科大　　 

岐阜薬大　　　 

愛知県立大　　 

愛知県立芸大　 

名古屋市立大　 

京都府立大　　 

大阪府立大　　 

神戸市外大　　 

島根県立大　　 

広島市立大　　 

九州歯大　　　 

自治医大　　　 

千葉科学大　　 

青山学院大　　 

学習院大　　　 

北里大　　　　 

慶応大　　　　 

国際基督教大　 

駒澤大　　　　 

芝浦工大　　　 

上智大　　　　 

成蹊大　　　　 

成城大　　　　 

専修大　　　　 

中央大　　　　 

津田塾大　　　 

東海大　　　　 

東京工科大　　 

東京女子大　　 

東京電機大　　 

東京農大　　　 

東京薬大　　　 

東京理大　　　 

日本大　　　　 

日本女子大　　 

法政大　　　　 

武蔵野美大　　 

明治大　　　　 

明治学院大　　 

立教大　　　　 

早稲田大　　　 

金沢医大　　　 

朝日大　　　　 

岐阜女子大　　 

岐阜聖徳学園大 

愛知大　　　　 

愛知医大　　　 

愛知学院大　　 

愛知淑徳大　　 

金城学院大　　 

椙山女学園大　 

中京大　　　　 

豊田工大　　　 

名古屋外大　　 

名古屋女子大　 

南山大　　　　 

藤田保健衛生大 

名城大　　　　 

京都外大　　　 

京都女子大　　 

京都薬大　　　 

同志社大　　　 

同志社女子大　 

立命館大　　　 

龍谷大　　　　 

大阪医大　　　 

大阪薬大　　　 

関西大　　　　 

近畿大　　　　 

関西学院大　　 

甲南大　　　　 

神戸女子大　　 

防衛医科大学校 

防衛大学校　　 

 

1 

2 

4 

1 

2 

13 

1 

2 

1 

2 

6 

3 

10 

1 

2 

28 

3 

1 

2 

38 

6 

3 

6 

22 

1 

16 

3 

2 

1 

3 

3 

2 

1 

1 

1 

18 

1 

1 

11 

1 

3 

3 

1 

1 

1 

2 

1 

13 

3 

2 

42 

1 

1 

5 

6 

1 

2 

1 

45 

3 

4 

1 

7 

1 

3 

1 

40 

1 

2 

13 

1 

18 

3 

8 

57 

1 

2 

1 

9 

4 

2 

5 

1 

3 

3 

7 

5 

4 

4 

125 

9 

34 

2 

5 

4 

68 

5 

129 

1 

1 

2 

6 

5 

5 

3 

2 

2 

4

合格者数 

平成20年度 大学合格者数（浪人含） 
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大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 



  ●
来
　
賓 

岐
阜
県
知
事 

古
田
　
　
肇 

 

岐
阜
市
長 

細
江
　
茂
光 

 

各
務
原
市
長 

森
　
　
　
真 

 

海
津
市
長 

松
永
　
清
彦 

 

藍
水
く
ら
ぶ
会
長 

村
瀬
　
喜
代
子 

 

在
京
同
窓
会
会
長 

宮
本
　
悠
美
子 

 

岐
阜
高
校
校
長 

田
村
　
弘
司 

 

恩
　
師 

高
井
　
廣
和 

吉
田
　
　
豊 

富
成
　
侑
彦 

近
松
　
隆
夫 

塚
原
　
史
朗 

後
藤
　
　
勝 

武
藤
　
　
忠 

柳
瀬
　
道
夫 

山
田
　
三
郎 

渡
辺
　
利
昭 

森
　
　
俊
勝 

佐
口
　
修
一 

宮
部
　
敏
男 

江
崎
　
正
徳 

内
川
　
史
郎 

 

●
会
　
員 

岐
　
中 

昭
和
9
年
卒 

  

昭
和
13
年
卒 

信
田
　
義
朗 

 

昭
和
15
年
卒 

翠
　
　
忠
明 

 

昭
和
17
年
卒 

信
田
　
秀
明 

 

昭
和
18
年
卒 

高
井
　
廣
和 

 

昭
和
19
年
卒 

伊
藤
　
義
郎 

宮
田
　
知
郎 

林
　
　
幸
雄 

堤
　
　
　
政 

箕
浦
　
宗
吉 

神
田
　
芳
朗 

安
部
　
源
平 

井
戸
　
豊
彦 

加
納
宏
一
郎 

栗
野
　
道
男 

高
賀
　
　
登 

富
成
　
侑
彦 

服
部
準
之
助 

松
尾
　
正
寿 

真
野
　
　
哲
（
小
笠
原
） 

吉
田
　
　
豊 

 

昭
和
20
年
卒 

伊
藤
　
良
治 

小
森
　
　
弘 

榊
原
　
和
彦 

清
水
　
二
郎 

杉
山
　
幹
夫 

a

木
　
嘉
昌 

谷
口
　
和
男 

林
　
　
慶
一 

福
田
　
　
瓏 

川
島
　
恒
夫 

 

昭
和
22
年
卒 

山
本
　
修 

 

昭
和
23
年
卒 

岡
本
太
右
衛
門
（
良
平
） 

熊
田
　
勝
治 

熊
田
　
英
孝 

下
野
　
利
彦 

白
木
　
哲
朗 

関
谷
　
崇
夫 

a

橋
　
利
成 

近
松
　
隆
夫 

野
中
　
馨 

 

昭
和
24
年
卒 

田
中
　
啓
一 

 

岐
高
女 

 

昭
和
７
年
卒 

a

木
　
あ
い
（
郷
） 

 

昭
和
13
年
卒 

山
田
　
一
枝 

 

昭
和
14
年
卒 

池
戸
美
代
子
（
水
川
） 

中
村
　
綾
子
（
神
山
） 

村
瀬
喜
代
子 

矢
島
　
朝
子 

 

昭
和
16
年
卒 

林
　
　
綾
子
（
細
野
） 

長
原
　
千
鶴
（
澁
谷
） 

柳
原
　
潔
子
（
山
田
） 

足
立
　
美
代
（
澤
田
） 

 

昭
和
23
年
卒 

田
中
ま
き
子
（
松
橋
） 

奥
村
千
鶴
子
（
正
木
） 

河
合
　
洋
子
（
白
木
） 

小
石
と
み
子
（
海
老
名
） 

中
村
　
延
子
（
鵜
飼
） 

溝
口
　
久
子
（
高
井
） 

森
　
　
道
子
（
赤
尾
） 

若
原
た
ず
子
（
出
口
） 

鬼
石
ヒ
サ
子
（
植
村
） 

貝
崎
　
禎
子
（
瀬
古
） 

 

岐
高 

 

昭
和
25
年
卒 

後
藤
　
悦
男 

服
部
　
昌
三 

 

昭
和
26
年
卒 

米
山
　
宣
子 

 

昭
和
27
年
卒 

国
島
　
忠
雄 

中
島
　
三
惠
（
利
子
） 

 

昭
和
28
年
卒 

神
谷
　
重
平
（
平
光
） 

小
林
　
元
一 

松
山
美
恵
子
（
江
川
） 

 

昭
和
29
年
卒 

小
川
　
　
斉 

熊
崎
　
明
世
（
武
山
） 

清
水
　
外
治 

a

橋
　
笑
子
（
若
林
） 

林
　
正
憲 

堀
　
孝
子 

安
江
　
紀
子
（
三
輪
） 

渡
辺
イ
キ
子
（
和
田
） 

 

昭
和
30
年
卒 

井
戸
参
拾
湖
（
今
尾
） 

岡
田
　
直
美
（
堀
） 

小
田
多
津
子 

大
竹
貴
美
子
（
木
方
） 

河
尻
比
佐
子
（
国
枝
） 

桑
原
　
由
忠 

後
藤
　
澄
子
（
葛
西
） 

後
藤
　
康
彦 

佐
藤
　
孝
一 

清
水
　
雅
彦 

志
知
　
毅 

大
宝
　
俊
明 

高
井
　
哲 

竹
腰
　
洋
子 

多
和
田
弘
子 

内
藤
　
貞
子
（
坂
口
） 

長
房
香
代
子
（
早
瀬
） 

布
目
　
絢
子
（
宇
野
） 

平
松
　
勇
二 

松
岡
　
憲
郎 

真
野
な
を
子
（
横
山
直
子
） 

森
　
　
明
美
（
大
洞
） 

安
田
多
賀
子
（
小
塩
） 

矢
井
　
正
直 

山
口
　
憲
一 

横
山
　
靖
夫 

渡
部
　
義
治 

和
田
　
義
夫 

 

昭
和
31
年
卒 

浅
野
　
宗
平 

今
尾
　
隆
嘉 

伊
藤
　
俊
秀 

江h

　
　
囁 

塩
谷
　
憲
司 

大
内
　
雅
博 

小
塩
　
敦
子 

加
藤
　
公
子 

金
武
　
　
恭 

神
戸
　
　
厚 

河
野
満
千
子
（
野
坂
） 

神
山
　
公
一 

杉
本
　
二
郎 

中
井
　
斌
子
（
福
富
） 

仲
　
　
弘
智
（
永
井
） 

野
々
垣
　
孝
（
青
木
） 

林
　
　
和
美 

藤
野
　
幾
子
（
安
藤
） 
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前
田
　
元
久 

真
崎
　
時
紀 

松
岡
　
弘
志
（
吉
田
） 

松
島
　
清
子
（
井
田
） 

松
波
　
善
明 

松
原
　
武
徳
（
白
木
） 

三
浦
　
正
人 

水
野
　
武
彦 

武
藤
　
和
子
（
堀
江
） 

山
崎
　
道
子
（
鈴
木
） 

横
山
　
和
永
（
木
村
） 

渡
辺
克
彦 

 

昭
和
32
年
卒 

河
村
多
美
子
（
足
立
） 

近
藤
　
博
通 

清
水
　
　
勝 

林
　
　
博
司 

矢
崎
　
俶
子
（
河
野
） 

柳
原
　
昌
子
（
小
野
木
） 

 

昭
和
33
年
卒 

岩
田
　
金
治 

葛
西
　
孝
子 

玉
井
　
徹 

西
澤
　
恭
平 

松
久
　
弘
子
（
武
井
） 

吉
村
英
太
郎 

昭
和
34
年
卒 

井
川
　
博
子
（
岡
部
） 

伊
藤
　
純
代 

伊
東
　
英
子
（
熊
田
） 

上
野
　
紀
男 

植
松
　
聖
子
（
久
松
） 

岡
本
　
太
一 

小
川
　
　
弘 

加
藤
　
雅
子 

黒
田
　
瑛
子 

小
島
　
秀
俊 

鷲
見
　
貴
江
（
武
藤
） 

中
島
　
礼
子
（
塗
壁
） 

長
瀬
千
代
實
（
浅
井
） 

西
澤
　
節
子
（
坪
井
） 

新
田
　
　
隆
（
阿
部
） 

丹
羽
　
　
斌 

藤
井
　
孝
一 

藤
浦
　
規
子
（
熊
田
） 

村
瀬
　
孝
夫 

森
　
　
　
真 

宮
本
悠
美
子
（
信
下
） 

 

昭
和
35
年
卒 

安
藤
　
誠
彦 

岩
佐
　
充
矩 

角
田
菜
嵯
子
（
栗
本
雅
子
） 

小
島
　
藤
司 

小
森
利
八
郎 

篠
田
　
　
薫
（
青
木
） 

武
内
　
　
章
（
小
島
） 

平
塚
　
正
之 

安
田
洋
一
郎 

山
田
　
　
正 

 

昭
和
36
年
卒 

大
野
　
道
夫
（
田
中
） 

佐
野
　
　
実 

澤
田
　
尚
子
（
篠
田
） 

三
口
　
雅
紀 

 

昭
和
37
年
卒 

遠
藤
　
伸
子
（
大
塚
） 

岡
本
　
文
吉 

尾
関
　
良
平 

a

木
　
和
子
（
花
林
） 

寺
畠
　
　
健 

 

昭
和
38
年
卒 

葛
谷
　
武
彦 

高
橋
　
秀
法 

玉
井
　
博
　
（
弘
子
） 

丹
下
　
忠
彰 

中
谷
　
克
彦 

宮
崎
　
千
恵 

森
嶋
　
靖
雄 

山
田
　
　
大 

 

昭
和
39
年
卒 

伊
藤
　
雪
子
（
水
岡
） 

入
山
　
　
正 

梶
　
　
俊
之 

桐
井
　
犬
三 

竹
中
　
安
子
（
窪
田
） 

並
河
　
鷹
夫 

松
永
　
清
彦 

 

昭
和
40
年
卒 

青
木
　
　
茂 

赤
塚
　
邦
芳 

安
藤
　
　
潔 

安
藤
　
正
弘 

池
田
　
省
三 

井
桁
　
正
弘 

石
黒
由
美
子
（
沢
田
） 

石
田
喜
代
子
（
山
口
） 

石
原
　
隆
昌 

伊
藤
　
敬
子
（
林
） 

伊
藤
　
　
堯 

岩
井
　
弘
栄 

岩
田
　
健
展 

岩
村
　
信
之 

上
野
　
允
久 

上
山
　
芳
範 

内
田
　
幸
正 

宇
野
　
優 

江
口
　
孝
一 

遠
藤
　
民
雄 

大
江 

俊
夫 

大
竹
　
春
美
（
武
藤
） 

大
塚
　
泰
子 

大
橋
　
利
正
（
牧
野
） 

大
松
　
利
幸 

岡
島
三
恵
子
（
松
尾
） 

岡
田
　
淳
子
（
松
野
） 

小
川
　
治
代
（
青
木
） 

小
木
曽
敏
之 

荻
田
　
幸
男 

小
野
崎
弘
樹 

笠
原
多
喜
子
（
岩
田
） 

勝
野
　
洋
子
（
伊
神
） 

加
藤
　
泰
正 

加
納
　
賢
次 

川
瀬
　
正
毅
（
力
） 

河
村
　
吉
秋 

衣
笠
　
宏
允 

木
方
　
正 

葛
谷
　
和
夫 

葛
谷
　
敬
恵
（
中
島
） 

国
井
　
恵
子
（
吉
野
） 

熊
田
　
英
敏 

倉
田
　
　
孜 

山
田
　
妙
子
（
桑
原
） 

郷
　
　
睦
和 

小
寺
礼
二
郎
（
後
藤
） 

後
藤
　
郁
夫 

後
藤
　
憲
秋 

後
藤
　
初
子
（
土
井
） 

小
林
　
靖
夫 

近
藤
　
尚
嗣 

佐
久
間
　
崇 

澤
田
　
栄
子
（
小
川
） 

沢
田
　
和
好 

沢
田
　
新
平 

沢
部
さ
よ
子
（
信
田
） 

篠
田
　
和
幸 

川
村
　
昌
子
（
篠
田
） 

柴
田
　
丈
夫 

島
津
　
昌
弘 

下
谷
　
靖
子
（
神
園
） 

八
代
　
和
恵
（
白
木
） 

白
橋
　
孝
臣 

末
松
　
　
治 

鰐
部
　
好
道
（
菅
尾
） 

杉
山
　
定
善 

杉
山
美
智
代
（
小
酒
井
） 

鈴
木
　
逸
也 

鈴
木
　
敬
子
（
大
竹
） 

瀬
川
　
千
恵
（
北
洞
） 

関
谷
　
幸
平 

高
木
　
康
雄 

高
杉
　
幹
生 

高
田
　
清 

高
橋
　
敬 

a

橋
　
俊
樹 

高
橋
　
幹
夫 

高
橋
　
泰
之 

高
間
　
弘
道 

田
口
　
修
一 

竹
森
　
正
孝 

多
田
　
悦
子
（
福
田
） 

田
中
　
常
隆 

谷
川
　
英
一 

谷
口
　
恵
子
（
川
原
） 

津
田
　
要
一 

田
中
　
宏
行
（
剌
使
河
原
） 

脇
田
　
博
子
（
寺
町
） 

寺
田
恵
美
子
（
古
田
） 

永
田
　
和
宏 

永
田
　
敏
明 

中
山
　
真
一 

南
谷
　
義
光 

西
川
　
恵
子 

西
村
香
代
子
（
村
瀬
） 

野
中
　
昭
彦 

野
村
誠
一
郎 

野
村
　
俊
章 

橋
詰
　
恒
雄 

花
川
　
幸
一
郎 

花
村
　
栄
一 

馬
場
　
健
三 

林
　
　
和
夫 

林
　
　
再
寿 

林
　
　
律
子
（
石
田
） 

原
田
　
勇
彦 

日
江
井
恵
次 

平
光
　
孝
司 

福
田
　
稔 

二
村
　
耕
一 

平
井
　
花
画
（
細
野
眞
弓
） 

堀
部
　
茂
遠 

松
崎
茂
一
郎 

松
原
　
秀
敏 

松
原
　
雅
治 

松
山
　
英
一 

水
谷
　
治
雄 

水
野
　
　
潮 

見
田
村
勝
信 

森
　
　
敏
彦 

森
川
　
喬
生
（
孝
雄
） 

森
川
　
幸
江
（
梅
田
） 

森
崎
　
義
道 

安
井
　
順
子
（
篠
田
） 

柳
原
三
太
郎 

柳
原
冨
司
忠 

八
幡
　
彰
博 

219

祀故



山
田
　
保
子
（
小
塩
） 

山
田
　
謙
一 

山
田
　
鈴
子
（
坪
内
） 

山
田
　
良
彦 

山
中
　
　
治 

山
村
　
哲
郎 

由
良
　
雅
生 

吉
田
　
和
之 

吉
田
　
和
弘 

吉
村
　
文
雄 

渡
辺
　
英
暉 

 

昭
和
41
年
卒 

石
井
　
正
志 

石
川
　
咲
子
（
奥
田
） 

横
山
　
仁
美
（
伊
藤
） 

犬
飼
晋
一
郎 

岩
砂
　
三
平 

上
野
　
博
司 

江
崎
　
雅
康 

大
竹
　
利
則 

片
桐
　
昌
子
（
佐
藤
） 

兼
山
　
瓊
典
　 

川
出
　
正
男 

桐
山
　
直
泰 

小
石
千
代
子
（
岩
田
） 

加
藤
　
俊
子
（
河
野
） 

小
島
　
幸
子
（
西
垣
） 

後
藤
　
淳
子
（
勝
野
） 

後
藤
　
真
一 

小
林
　
　
曙 

佐
久
間
朋
子 

佐
藤
　
哲
児 

鷲
見
　
敏
郎 

田
中
美
恵
子
（
奥
西
） 

棚
橋
　
乙
麿 

戸
野
部
勝
司 

西
尾
　
有
生 

永
田
　
　
章 

中
谷
　
綾
子
（
山
本
） 

二
宮
　
保
典 

古
川
　
武
光 

古
田
　
　
肇 

平
工
　
光
子
（
今
治
） 

広
瀬
　
哲
男 

水
谷
　
邦
照 

吉
田
　
啓
子
（
宮
木
） 

田
中
　
和
子
（
宮
嶋
） 

山
田
　
憲
治 

山
本
　
恵
子
（
永
田
） 

新
美
佐
知
子
（
渡
辺
） 

 

昭
和
42
年
卒 

関
谷
　
　
司 

中
島
　
幸
宣 

伏
屋
　
芳
文 

森
　
　
英
範 

岩
田
　
潤
三 

岩
田
　
均 

福
井
　
幸
夫 

小
笠
原
文
雄 

岡
本
　
和
夫 

後
藤
　
三
郎 

玉
木
　
信
久 

信
田
　
朝
次 

馬
場
　
正
三 

細
江
　
茂
光 

柳
瀬
　
秀
治 

米
田
　
滋
夫 

 

昭
和
43
年
卒 

伊
藤
　
　
壽 

岩
間
　
憲
三 

小
川
　
順
子
（
各
務
） 

川
島
　
博
文 

形
見
　
武
男 

杉
山
　
恵
子
（
五
島
） 

鷲
見
　
守
昭 

瀬
川
　
順
子 

高
井
　
直
樹 

棚
橋
鋭
市
朗 

日
比
野
広
子
（
坂
田
） 

山
田
　
貴
明 

 

昭
和
44
年
卒 

河
村
　
都
以
（
小
野
） 

 

昭
和
46
年
卒 

早
矢
仕
直
彦
（
川
並
） 

木
方
伸
一
郎 

木
村
　
容
子
（
犬
飼
） 

坂
田
　
文
雄 

鹿
野
　
孝
紀 

鷲
見
　
博
信 

 

昭
和
47
年
卒 

後
藤
　
寿
彦 

羽
田
野
正
史 

柳
原
　
隆
司 

若
園
　
重
雄 

 
昭
和
48
年
卒 

小
森
　
芳
郎 

坂
井
田
　
勉 

森
本
富
美
子
（
太
田
） 

杉
山
　
保
幸 

所
　
　
礼
子
（
大
野
） 

細
江
由
喜
子
（
蓑
島
） 

蓑
島
　
伸
生 

 

昭
和
49
年
卒 

恩
田
　
一
光 

駒
月
　
　
純 

杉
本
　
尚
子
（
中
洞
） 

所
　
　
克
仁 

橋
詰
　
芳
範 

水
野
　
耕
司 

 

昭
和
50
年
卒 

蒲
澤
　
ゆ
き
（
山
本
） 

河
田
　
孝
広 

寺
嶋
　
昌
代
（
野
田
） 

伊
藤
陽
一
郎 

松
田
　
雅
文 

渡
邉
　
　
威 

丸
山
　
　
仁 

広
瀬
　
卓
司 

浅
野
　
紀
男 

宮h

代
里
子
（
浅
見
） 

青
木
　
孝
彦 

加
納
　
暁
子
（
青
木
） 

伊
井
　
和
彦 

柴
垣
　
紀
子
（
市
川
） 

村
上
　
博
子
（
上
田
） 

臼
井
　
淳
美 

金
子
　
規
子
（
梅
原
） 

奥
村
　
俊
雄 

操
　
　
敦
子
（
大
野
） 

大
内
　
博
史 

大
倉
　
光
弘 

西
脇
み
ゆ
き
（
太
田
） 

加
藤
　
　
敦 

亀
山
　
啓
一 

斉
田
　
裕
子
（
川
島
） 

川
部
　
昌
洋 

苅
谷
　
敬
三 

小
倉
　
俊
英 

佐
藤
　
善
昭 

坂
口
　
浩
之 

澤
田
　
勝
範 

佐
伯
　
　
篤 

渡
辺
　
啓
子
（
坂
口
） 

下
川
　
　
治 

清
水
　
富
士
夫 

篠
田
　
達
郎 

渋
谷
　
英
司 

柴
田
　
武
治 

湊
口
　
順
子
（
瀬
木
） 

柴
田
　
美
貴
（
仙
石
） 

園
部
　
利
彦 

高
木
　
寛
治 

田
中
　
幸
男 

立
木
　
恒
雄 

田
中
　
健
児 

葦
埜
美
保
子
（
竹
中
） 

所
　
　
和
美 

成
瀬
　
博
昭 

永
田
　
雅
裕 

江
馬
城
益
子
（
中
村
） 

中
原
　
練
三 

横
山
満
智
子
（
成
田
） 

西
村
　
里
恵 

野
田
　
宏
之 

野
田
　
康
彦 

羽
田
野
昭
人 

林
　
　
正
治 

早
野
　
佳
志 

花
井
　
国
雄 

寺
町
　
靖
子
（
林
） 

林
　
　
香
余
（
広
瀬
香
代
） 

堀
田
ひ
と
み
（
二
村
） 

堀
江
　
　
誠 

宮
地
　
斉
子
（
松
田
） 

松
井
　
義
親 

松
田
　
一
雄 

松
波
　
英
寿 

堀
　
喜
久
子
（
松
尾
） 

水
野
　
勝
仁 

村
瀬
　
幸
雄 

山
本
　
典
孝 

山
田
　
浩
司 

山
本
　
　
悟 

山
口
　
喜
弘 

渡
辺
　
博
己 

 

昭
和
51
年
卒 

平
田
　
直
彦 

浅
井
　
　
都 

市
橋
　
正
樹 

真
野
　
綾
子
（
大
野
） 

大
野
　
暢
宏 

南h

　
光
子
（
河
村
） 

久
保
田
清
隆 

宗
宮
　
　
優 

柴
田
　
美
恵
（
高
木
） 

長
沼
　
達
史 

志
知
　
朋
子
（
中
山
） 

速
水
　
泰
広 

馬
淵
　
清
美
（
古
川
） 

松
久
　
　
卓 

矢
嶋
　
茂
裕 

山
口
　
正
人 

宇
野
　
温
子
（
山
下
） 

 

昭
和
52
年
卒 

石
榑
　
一
博 

水
谷
　
　
透 

 

昭
和
53
年
卒 

香
田
　
和
宏 

吉
田
万
里
子 

 

昭
和
54
年
卒 

杉
山
　
文
康 
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江
見
　
　
朗 

 

昭
和
55
年
卒 

中
西
　
謙
司 

森
　
　
　
正 

 

昭
和
56
年
卒 

園
田
　
耕
司 

 

昭
和
57
年
卒 

松
岡
　
正
人 

昭
和
58
年
卒 

渡
辺
　
　
潤 

太
塚
　
茂
記 

服
部
　
弘
典 

 

昭
和
59
年
卒 

可
児
　
成
章 

高
納
　
勝
寿 

 

昭
和
60
年
卒 

青
木
　
繁
美
（
間
野
） 

浅
野
満
由
美
（
玉
井
） 

朝
広
　
朋
子
（
中
島
） 

安
藤
　
基
成 

泉
　
　
善
七 

伊
藤
　
裕
崇 

伊
縫
　
正
英 

上
田
　
晶
子 

上
野
　
桂
一 

臼
井
　
訓
章 

内
山
　
峰
樹 

梅
本
　
雅
史 

浦
山
　
晶
子
（
永
井
） 

大
野
　
民
生 

大
野
　
友
子
（
棚
瀬
） 

大
野
　
玲
子
（
笠
井
） 

大
洞
　
正
和 

岡
田
　
鈴
子
（
古
田
） 

岡
田
　
恒
一 

小
川
　
　
学 

尾
畑
あ
け
み 

加
藤
　
浩
行 

河
合
　
和
佳
（
家
洞
） 

川
島
　
洋
行 

北
村
　
憲
正 

久
世
　
美
香 

呉
岡
　
文
二 

後
藤
誠
一
郎 

駒
月
　
正
人 

佐
藤
　
陽
子
（
高
井
） 

坂
井
　
紀
子
（
大
野
） 

清
水
　
省
吾 

白
木
　
裕
美
（
吉
田
） 

真
田
　
和
明 

杉
山
　
隆
英 

須
原
　
清
貴 

瀬
古
　
純
一 

a

橋
　
孝
夫 

a

橋
　
美
幸
（
篠
田
） 

高
山
　
友
章 

丹
所
　
静
代
（
潮
田
） 

椿
井
　
康
司 

樋
田
　
守
律
（
小
木
曽
真
理
） 

道
家
　
康
雄 

富
田
美
穂
子 

冨
田
　
和
宏 

中
川
　
貴
雅 

永
田
　
直
久 

中
谷
　
俊
晴 

長
屋
由
香
里
（
渡
辺
） 

長
谷
川
由
佳 

畑
中
　
秀
哉 

林
　
　
克
彦 

林
　
　
貴
子
（
松
尾
） 

古
田
　
修
身 

星
野
　
　
健 

堀
　
　
卓
朗 

堀
口
　
勝
人 

松
原
　
一
恵 

松
久
　
浩
幸 

森
　
　
弘
典 

森
島
　
逸
郎 

安
江
　
紀
裕 

柳
澤
　
素
子 

山
田
佳
津
良 

吉
田
ち
は
る
（
藤
） 

渡
辺
　
祐
子
（
角
田
優
子
） 

服
部
恵
美
子
（
沢
井
） 

 

昭
和
61
年
卒 

早
川
　
　
徹 

奥
村
　
和
之 

北
原
　
　
敏 

山
内
　
康
史 

伊
藤
　
陽
子
（
小
鳥
） 

金
田
　
瑞
穂 

吉
田
　
　
聡 

竹
中
　
俊
雄 

長
瀬
　
普
子
（
小
野
木
） 

小
村
　
幸
子
（
井
上
） 

関
谷
　
　
篤 

片
桐
　
千
華 

 

昭
和
63
年
卒 

後
藤
　
由
香
子 

 

平
成
元
年
卒 

 

美
濃
島
広
幸 

 

平
成
９
年
卒 

 

守
野
　
正
志 

平
成
15
年
卒 

米
光
　
正
絵 
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平成20年度 岐阜高校同窓会総会運営委員会委員名簿 

※事務局長　◎部長　○副部長 事務局　岐阜市北一色７－１４－２１　柴田商店内 

担当部門 卒年 氏　　　　　　　　　　　　名 

運営委員長 

運営副委員長 

 

事務局 

 

 

総務部 

 

 

 

財務部 

 

 

 

広告部 

 

 

 

動員部 

 

 

 

会報部 

 

 

 

 

 

会場部 

　森川　幸江 

　松波　英寿 

　安江　紀裕 

※衣笠　宏允 

　瀬川　千恵 

　吉村　文雄 

◎柴田　丈夫 

　杉山美智代 

◎苅谷　敬三 

◎泉　善七 

◎見田村勝信 

　多田　悦子 

◎水野　勝仁 

◎呉岡　文二 

◎大松　利幸 

　森崎　義道 

◎澤田　勝範 

◎大洞　正和 

◎白橋　孝臣 

　遠藤　民雄　 

◎羽田野昭人 

◎駒月　正人 

◎田中　常隆 

　石原　隆昌 

　竹森　正孝 

◎園部　利彦 

　湊口　順子 

◎林　　貴子 

◎高田　　清 

　柳原冨司忠 

　笠原多喜子 

◎篠田　達郎 

　江馬城益子 

◎臼井　訓章 

 

 

 

○後藤　郁夫 

　大塚　泰子 

　永田　和宏 

○青木　茂 

　寺田恵美子 

○野村　健 

○中川　貴雅 

○所　直好 

　末松　治 

○清水富士夫 

○岡田　恒一 

◎上野　允久 

　吉田　隆彦 

○永田　雅裕 

○真藤　雅史 

○平光　孝司 

　安井　順子 

○山本　典孝 

○杉山　隆英 

○鈴木　逸也 

　杉山美智代 

　林　再寿 

○坂口　浩之 

 

○高橋　美幸 

○水谷　治雄 

　杉山　定善 

 

○柴田　武治 

 

○浦山　晶子 

 

 

 

　山田　謙一 

　岡島　三恵子 

 

　南谷　義光 

 

　花井　国雄 

　土岐　公男 

　野中　昭彦 

 

 

　山本　茂樹 

○小林　靖夫 

　八田　和彦 

　佐藤　善昭 

　山田　佳津良 

　岩田　健展 

　沢部さよ子 

　花井　国雄 

 

○小寺礼二郎 

　大竹　春美 

　平光　孝司 

　西脇みゆき 

 

　渡辺　祐子 

　平光　孝司 

　澤田　栄子 

 

　河田　孝広 

 

　清水　省吾 

 

 

 

松山　英一 

高橋　泰之 

 

関谷　幸平 

 

林　　香余 

 

高木　康雄 

 

 

 

岩井　弘栄 

花村　榮一 

松田　一雄 

西村　雅史 

伊藤　敬子 

小川　治代 

 

 

大江　俊夫 

平井　花画 

 

下川　　治 

 

樋田　守律 

小木曽敏之 

後藤　初子 

 

宮崎代里子 

 

玉井　勝政 

40年 

50年 

60年 

40年 

 

 

40年 

 

50年 

60年 

40年 

 

50年 

60年 

40年 

 

50年 

60年 

40年 

 

50年 

60年 

40年 

 

 

50年 

 

60年 

40年 

 

 

50年 

 

60年 
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校歌／応援歌 
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校歌／応援歌 
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校歌／応援歌 
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校歌／応援歌 
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校歌／応援歌 



228

住所変更及びメールアドレス登録はHPで！ 
住所変更された場合やeメールの登録は、同窓会のホームページか
ら行ってください。 
HPには随時新しい情報が掲載されますし、メール登録をされた方に
は毎年、同窓会総会などのご案内を差し上げます。また、会員の皆
様からの有益な情報や学年同窓会開催案内などをお寄せください。
可能なかぎりHPに掲載いたします。 
●岐阜高校同窓会HPアドレス 

http://www.gikou-dousoukai.jp/

記念切手／岐阜同窓会ホームページ 

事務局からのお願い 

記念に岐阜高校同窓会オリジナル切手シートを作成しました。 

尚、この切手のデザインは
杉山定善君（40年卒）の協
力を得て作成しました。 
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▽
広
告
ご
協
賛
の 

　
　
　
　
　
御
　
礼 

 

　
平
成
二
〇
年
度
岐
阜
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
の
開
催
に
伴
う
会
報
の
発
行
に

際
し
、広
告
の
ご
協
賛
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、ご
紹
介
順
序
は
会
報
の
構
成
上

順
不
同
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
了

解
下
さ
い
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
〇
年
六
月
一
五
日 

   

　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会 

　
平
成
二
〇
年
度
総
会
運
営
委
員
会 

　
運
営
委
員
長
　
　
　
森
川
　
幸
江 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
平
成
二
〇
年
度
の
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
「
会
報
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
会
報
編
集
に
際
し
、
同
窓

会
会
長
、
校
長
先
生
、
恩
師
の
先
生
方
に
は
心
温
ま
る
示
唆
に
富
ん
だ
寄
稿
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
諸
兄
姉
を
は
じ
め
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
方
に
も
、
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
諾

を
い
た
だ
き
、
各
々
の
活
躍
の
様
子
や
人
生
の
機
微
を
見
事
に
表
現
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
母
校
は
実
に
多
士
済
々
、
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
今
号
は
、
カ
ラ
ー
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ペ
ー
ジ
を
初
め
て
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
を
手
に
さ
れ
た
方
々
に
で
き

る
だ
け
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
あ
る
い
は
、
幹
事
学
年
の
高
校
時
代
の
世
相
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
当
時

を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
さ
ら
に
は
、
母
校
が
い
よ
い
よ
改
築
着
工
の
年
度
と
な
る
た
め
、
現
在
の
姿
を
少
し

で
も
紙
面
に
残
し
、
変
貌
前
の
校
舎
に
対
す
る
在
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
止
め
た
い
等
々
、
種
々
の
思
い
を

紙
面
に
表
現
す
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。 

　
特
に
、
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
作
成
及
び
美
術
の
授
業
で
の
校
内
写
生
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
母
校
の
谷
口
輝
己

先
生
、
生
徒
の
校
内
生
活
の
様
子
や
校
内
施
設
の
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
母
校
の
水
谷
透
先
生
、
ま
た
表
紙

や
挿
絵
用
と
し
て
校
内
を
写
生
し
た
作
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
在
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
は
、
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
　 

　
会
報
編
集
に
は
、
昭
和
四
〇
年
、
昭
和
五
〇
年
、
昭
和
六
〇
年
の
卒
業
生
が
幹
事
学
年
と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。

こ
の
編
集
作
業
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
本
当
に
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
お
役
目
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
の
だ
な
あ
と
、
改
め
て
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
作
業
に
は
不
慣
れ
な
者
ば
か
り
の
た
め
、
多
く
の
皆
様
に
多
々
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
母
校
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
並
び
に

世
界
の
平
和
を
祈
念
し
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

同
窓
会
総
会
運
営
委
員
会
　
会
報
部
会
一
同  

編

集

後

記
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作　詞　永縄　半助 

作編曲　服部　　正 

岐
阜
県
民
の
歌 

一
、
み
ど
り
を
そ
め
て
　
朝
の
日
が 

高
い
梢
に
　
ゆ
れ
て
い
る 

嶺
か
ら
嶺
へ
　
小
鳥
も
よ
ん
で 

岐
阜
は
木
の
国
　
山
の
国 

伸
び
る
希
望
を
　
う
た
お
う
よ 

 

二
、
つ
づ
く
平
野
の
　
雲
遠
く 

虹
の
い
ろ
　
も
え
て
い
る 

村
か
ら
街
へ
　
生
気
に
映
え
て 

岐
阜
は
野
の
国
　
幸
の
国 

力
む
す
ん
で
　
は
げ
も
う
よ 

 

三
、
名
所
史
蹟
に
　
風
か
お
り 

花
も
も
み
じ
も
　
鵜
か
が
り
も 

か
が
や
く
文
化
に
　
色
そ
え
な
が
ら 

岐
阜
は
詩
の
国
　
水
の
国 

は
ず
む
心
で
　
進
も
う
よ 




